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はじめに

W.Gゼーパノレト『アウステノレリッツ』におけるコレクション

ー〈歴史〉と(記憶〉のはざまで一

小間桃 子

w.G ゼーパノレト(w.G Sebald， 1944・2001)は、 1960年代を大学生として過ごした、いわ

ゆる r68 ~世代j に属する作家であり、 1 rナチズムやホロコース 卜以降に!雌史をし、かに叙

述するか、手lの記憶をいかに表象するかJ2とb、う|問題を作中で繰り返し泊先している。遺

作となった長編『アウステノレリッツ』 ωu.I'lerlilz，2001) 3においても、ホロコース 卜と記憶
の問題は重要なテーマとなっている。作J川ま符り手 f私Jが、ユダヤ系の建築史家である

アウステノレリッツの建築史をめぐる考然と彼の来歴を聞く枠物初である。主人公のアウス

テノレリッツは 4歳の時、第二次U!:界大li決事/;発直liiiのプラノ、から「子供の移送J4によってイ

ギリスに送られたが、 Eよ親の元で怒らすうちに幼年時代の記憶と、 gJ:nttであるチェコ祁を

忘れてしまう。彼は長年の記憶の抑圧から、次第に精神lこ不調を来すようになるが、老年

にさ しかかったある日、 リ グァプーノレ ・ ス トリ ート駅の待合憲の光公と、ペネロペの古~}

!苫で1m~、たラジオによって記憶を取り 戻す。 わずかな思い出を手掛かりに故郷プラハを紡

れた彼は、再会したベビーシッターのグェラの話をもとに而観の足跡をたどる旅に111る。

しかし記憶を取り戻しでも、彼に向平l次と'ti:らぎはもたらされない。物詩のl副長、 主人公は

父の消息、をたずねてピレネ一山経へ発つと告げ、官官り手にロンドンの自宅の鎚を預けて去

ってし、く。主人公と別れた後、 31:tり手iまI可びアン トワープへ|咋り立ち、約 30年ぶりにブレ

ーン ドンク袈裂を紛れる。物語は 30年の歳fJを総て循鉛fiYli盆をなしている。

本航では、『アウステノレリッツ』において11'心的なテーマをなしている(謄史)と(記憶)

の概念に注目して作品解釈を行う。主人公は、幼少の頃に阿JQと故郷から引きJi.Jflされるき

っかけとなった ドイ ツやホロコース 卜にまつわるすべてを避けて生きている。そうするこ

とてがJ年時代の(記憶)を思い出さないよう鍔めているのだが、それにもかかわらず、彼

1 1963年から 66年までフライブノレク大学とスイスのフリプーノレ大学でドイツ文学を修める。70

年代に一度ドイツへ帰国するが、それを|除くと 66fl~以降はイギリスに科ら し、 88 年からはイ ー
スト・ アングリア大学で ドイ ツ文学の教授として勤めた。

2 鈴木氏子 rw. G ゼーノ〈ノレト における想起の空IiIJ-íJ!築と記憶術J 、 『崎E大学紀製~ ~ 48巻、
第2号、 2012年、 123-147n所収、 123A。
3水稲での引用はすべて、W.G Sebald: Aus加 仰'z，Frankfurl. a. M.: Fischer Verlag， 2013を使用する。

なお、訳文は適宜w.Gゼーパノレト n改訳]アウステルリッツ』鈴木仁下訳、白水社、 2012年
を参却すにする。以下、引JfJの際はAuslerlirzと附記する。

4 1938年 12月から 1939年9月1日までの9か月 JIIJに、 トーイツ、オース トリ ア、チェコなどか
ら、ユダヤ人の子供約 l万人がイギリスの氾籾の元へ引き取られ、 Ij虫火を免れた。チコーコからは

669人の子供が救出された。(グェラ ・ギyシング『キンダー トランスポー トの少女』木州和子

訳、未来社、 2008~:匹、 265-270 頁参 11(\.) 
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が研究対象として選んだ建築物はすべて、後にホロコース トへと収富士していく ([燈史)を

象徴したものであるという矛盾を抱えている。彼は(歴史〉から自由になることはできず、

むしろ(記憶〉をl取り戻すためには偏執的に〈歴史)にこだわり続けなければならないの

である。

1. (歴史)と(記憶)5ーその概念の変遷

(歴史)(Geschichte)と(記憶)(Gedachtnis) を対立概念としてとらえる態度は、 19世

紀以降の実~iE主義と l倍史主義の文脈に由来 している。 6 そ こでは(歴史)は、科学的な学flJ l

の一分野として過去を客観的に阿現するもの、人類全体に共有される行i極的なもの、特定

のイデオロギーに結び付b、た(大きな物詩〉を担保するものであり、それに対して、(記憶)

は惣起する主体のアイデンティティに結びゃ1-1，、た個人的なものだと週!解されていた。(日吉

史〉は過去に|刻するl唯一の正しい結りを決定する権威を持つことで、(記憶)に対して優位

を保っていた。しかしそのような優位性は、第二次世界大戦とホロコース 卜の経験を級て、

歴史的事実の(其実〉なるものの存在が疑問に付されることによって崩れ去る。そう して

権威を失った(l歴史〉のかわりに(記憶)の意義が強制されるようになった。ポス トモダ

ンのl怪史家たちは、出来事を直接体験した個人の証言や、 これまで抑圧されてきた社会的

弱者、マイノリティの戸、いわゆる(小怠な物語〉と しての(記憶)を謄史に取り入れる

ことを重視した。 しかし〈大きな物語〉と しての(歴史)を退け、個人の(記憶)のみを

重視する態度は、 H芭史は数ある過去の物tinの一つのグァージョンに過ぎず、 1箆史叙述にお

いては事実と段構のI'IIIに区別がないという 、傾端な修正主義的歴史観の形成に寄与するこ

ととなった。そうした流れを受けて、現在では(記憶〉と(隆史〉は再び桜近しており、

二つの慨念は対立するのではなく 、中目有1i1，、合うものとして理II解される。

欧米では 1980年代以降、日木では 90年代から、個人レベルには巡元できないよ うな社

会的記憶の研究が挑んになった。これは(記憶〉という諮を媒介として、 過去を現在にお

いて呼び出す集団的、社会的なプロセスを議論するものである。7 (記憶〉というコンセプ

トが持つ意味を、安)11は以下の二点にまとめている。一点目は、 一枚治的なi件数形の (1盛

史〉を、ときに互いにj矛盾する複数形の際史/物認(Geschichten)へと|淵くことであり、 二

点目は、 過去を表象する|然、 過去を客観的な事実に基づいて再現するのではなく、 現在の

視座によって選択的にIヰ術成することである。 過去はおのずから生成するものではなく、

5 以下のおでは(JJ~史〉と(記悩)という こつの概念を本訟で定義した~~:~床で使用する。
6安川崎器 rr記憶」と「歴史J-W合的記憶論における一つの トポスー」、 !~I忠誠塾大学昔話文!i}~
合 『態文研究~ voL 94、2008伴、 68-85頁所収、 69資参照。
?ある集団によって社会的に共有される;記憾に|刻して、20世紀初頭のモーリス・アノレヴァック

スの(集合的記憶〉給、そして戦後のピエーノレ ・ノラやアスマン夫姿による(記悩の場)や〈文

化的記憶)給などが挙げられる。それまで個人的なものとみなされてきた個人の想起(;氾悩)は、

実はつねに何らかの社会的な枠組みによって条件づけられた集団的なものであるという考えは、

記憶研究を問主観的で榊成主義的な似域へとIJfIし、た。ゼーパノレトもな織していたであろうポス ト
モダン以降の歴史 -記憶愉はこうした記憶の捉え方を源流としている。
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社会的に IJ干 ~PI築されるものて‘あり、し、かなる過去の物絡が選択されるかは先日起する現{Eに

依存することが強l淵される。記憶研究においては、過去が実際にどうであったのか、ある

いはどうあるべきかではなく、し、かなる過去がそのつどのlJi.伐において、訟によって、ど

のように、そしてなぜ似1 1也 をれるのか、 ~ft:の過去のヴァージョンが記録されて伝えられる

のか、あるいは忘れられるのかがm~: となる 。 8 つまり(記憶)を問題にするとき、そこで

問われるのは処¥，出する呪在のt:なので、ある。

2，記憶とアイデンティティ

このような1倫争をリアノレタイムで経験したゼーパノレ 卜は、『アウステノレリッツ』において

l健史と記↑むの川姐にどのようにアプローチしているのだろうか。

以下ではまず、主人公の(記悩)とアイデンティティの|刈係を戦則する。主人公はl倍!点

の流れに昨日弁され、;sI]Îj と 言誌を~ff.われたために、 世界の中に机徒;; tt居場所を見つけられ

ない存在として設場する。 紋は幼年時代の記憶を失っていることで、 I~I らのアイデンティ

ティを榊築できない。過去の花憶を失うことは、それまでイ干の:してきた品Ej処を失うことだ。

彼は「子どもの1I;'f分からずっと、私は自分という人II:Jがほんとうは何者か、知らなかったJ

9のであり、「じつは私には記悩もなければ思考力もなかったのだ、存在してさえいなかった

のだ、 1ll:8i-とl"l分とに背を|古lけ、生被かけて次第に消失していくにすぎなかったのだJ10と

感じている。 ジグァプー/レ ・ス トリ ー 卜!J沢で、主人公がはじめて幼年時代の記憶を不完全

ながら取り灰すとき、彼は待合室に自身の姿を見る。それは第三者として少年の日のi'1ら

の獲を|眺めるものであり、主人公は自身の姿に「彼Jと呼びかけている。11彼は過去の|こ|

己像に 1 " iJ 一化できないのだ。 í)J年 lI.f代の2J.pを自にしたときも、 HbUi~ 当 H寺のことをいくら

苦手力しでも，Uい/J:すことはできず、やはり子供時代の自己似と同化することはない。12過

去の1'1己との燃がりを絶ち切られてしまったことで、抱Ji.はl1!iI悶としたアイデンティティを

持つことができず、自らの存在に対する疑念から抜け出すことができずにいる。13-j:，人公

はこれまで伏せられていた木名を初めて知lったとき、「アウステノレリッツなどと名のつく1'，-

は私のほかには殺もいやしまい。(..)¥比!fI.広しといえどもどこにもいないだろうJ14と考

える。 彼は.NI先や阿~という自らの/レーツ、つまり 偲|人の存泊二を陀史と結びつけるものか

ら断ら切られている。アイデンティティと深くかかわるものであるはずの名前が変えられ

てしまうことで、主人公はそれまでダグィーズ ・イライアスとして生きてきた自己とも断

， 1:<:) 11、liijf{J日市文、 68-83頁参I!(-¥o
9 A usferlifz， S. 68. 
10 Ebd.， S. 182 
11 Vgl. ebd.， S. 201 
12 けれどもlel分がその扮装をしていたことは、その|ぬもそののちも、いく ら努力しでも思い
出すことはできま ぜんでした。J(ebd.， S. 267.) 
日 「物心ついてからというもの、私はいつも現実世界に自分の居場所がないかのような、 u分
がじつは存従していないかのような気がしていました。J(ebd.， S. 269.) 
14 Ebd.， S. 102 
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絶してしまう。一度も耳にしたことがない、船宿のIItf号めかした本名は彼にとって恥ずベ

汚点のように感じられる。 しかしl段史教向Iiのヒラ リーが、授業でアウステノレリジツとい

う 地名にコ・2えするたびにその:t1:~は後化 し、その固有名詞を自分の名前として受け入れら

れるようになっていく 。 「自分はフランス岡氏の栄えある過去となにか~'i' {;必 (I(Jなきずなで結

ばれているのだJ15と感じるようになった似にと って、本名が「当初]はi恥ずべき汚点のよう

に感じられていたものが、一点の光明となって、私のJlJ)!i'liiに浮かぶようになってJ16くる。

ここでは、幼少JUIの記憶を失っていることによって歴史と断絶してしまった 主人公が円皮、

臼分の，¥1に時!どとの紫がりを見出そうとしている機子が窺える。 しかし、それは所設「あ

やふやなこの身分にまったくそくずわない似f~J 17でしかない。

3.歴史へのこだわり

次に、セ人公と GtiBt)の関係について引を製する。主人公はm築史家である。彼はr.i¥市
をさまよい、そのl住'Jtを集めることで自らの氾1訟を魁らせようとしている。18長らく彼は

i)J少JVIの記他、を一切思い出さないように、自 らの紫性と|新車するもの、つまりは ドイツと

ホロコーストに|井iiiliする情鍬はどんなものであれ徹底的に避けてきた。 rm絶反応をどんど
ん巧微にさせ、一都の検疫システム、免疫システムを自分に作り上げて、おのれの来I!置と

微かなりと|比lわるすべてから身を守っていたJ19のだ。しかし彼の「砂捌fヲ究E対劣象tである 1市行氏4社上

会のH

たあの災厄へと司勺nル肋bω}こんでいくものJ2叩0であり、いかに「思考の1'1C.検Ill.JJ21を徹底しよう
とも、のちにホロコース ト へと燃がる 11年代精神を反映 した対象へと、 1!!~立Jl'æのうちに芯き

つけられてしまうのである。 彼は特に以11干ili築、裁判所、刑務所、 WH'I'病院などといった

資本 E必11年代のill築機式を研究している。1960年代に主人公と話り手がアン トワープの1:1
'

火駅で初めて11¥会ったとき、主人公は駅のl能J!:宏通して 20世紀初]到のベ/レギーによる組氏

地支配のI!在J!:をMfる。2260年代に頻繁にIU会いと日1Iれを繰り返していたこ人は、駅17m築

" Ebd.， S.IIO 
16 Ebd 

17 Ebd 

18作品に1/Iiかれるのは、「アウステノレリッツというill築史家が、資本主J定時代の総合的記憾の場
であるさまざまな都市笠nJJ一駅舎、 裁判所、 ~~=収務所、図お館、動物|湖、 基地ーを行H~止し、な

がら紡ぎ出す物Ji←都市の伝記ーが、彼自身の1'1伝と拙lfしてし、く Jc: ~、う物nnである。 そこで

は、都市はテタストにたとえられ、それを枕解することによって主人公の失われた記憶が再発凡

される。(問中純『有1¥"，の持学 場所の記憶と徴候』東京大学出版会、 2007& I~ 、 23 氏一)
19 AlIster/itz.， S. 206. 
20 Ebd.， S. 205 
21 Ebd.， S. 206 
22物初の口副部分で、 ;mり手の述担Jによってアン トワープ収と!IlIJ物l副I(夜行以町ilのイメージ
は結び付けられる。L択のオーナメン トはjよがりゆくベノレギーの干i'i国としての力(財力)を、!IlIJ4勿
|過は人r:n(ヨーロジノ司)の動物(他民地)に対する優位性を誇示する。二つの)j包設は都市のなか
で同じ役割を担っている。 (vid.Long， J. J.， W G SEBALD Image， Archive， Modemity-， New York 
Columbia University Press， 2007， p. 42.) 
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の他、 Lf~ iJ;Ql1l:: t.~やi批判日Ií'なと棋の 11与の総力 と結びついた建築物について阿る。 彼が興味を飽

くill築物に共通しているのは、それらすべてが「よかれと思って企てたJ23にもかかわらず、

その邸!似とは疋反対に、ナチの強制H収R容所に代5表長されるよ うな「郎蹴脱Ur必&さと』凡L坑ない」必止ノ力);をを

これ以上ないまでにJ具共ミ:J..耳貌lし/たζJ2剖4(出肘ftl，岱』心)なものになつてしまつたという J点!

ものを1似溢|ド似i以以まで刊抑fし巡めることによつて、理性とは正反対のものになってしまうのである。

すなわち、旦11性の極致にホロコース 卜i'内な現象地、存在するということが、本11"，'，，'，rl'に出て

くるill築物の秒I1を通じてf/liき1-1¥されている。 26

1三人公は大学を沿l倣したあと、以l'lijからの念闘に したがって自らのill築!よ!と文明!よ:に|具l

する研究を文詐にまとめようとする。それは、これまでは一民性なしに分i放した状態でむ

き惚められていたメモやコメン 卜を、 Hキ系列やテーマに合わせて日産週!し、 一つのI!世史の形

にする作業である。 それは|司 II，'i'に、.f~，、たちも写真のアルバムでするように「忘却の彼方に

ほとんど沈んでいた風景をいまひとたび|恨の前に立ち現せJ27、自分の人生を仮り返ろうと

する試みでもある。 ここでは木来は目に見えないはずの知織が、 λ:i，lのM~* とい う 形で可

似化されている。かつて時り手がロンドンに走lくたびにf訪れた主人公の研究主は「あたか

もmt!iか紙の:(:j-Jt!iのようで、床にも術折、のfb仰lのi'rtiにも紙束がIJIと納まれ、生徒のねはお
ろか、アウステノレリジツ自身すらもl主る場所もないあり さまJ28であ った。 cl~人公にと って、

ill築史の知i識を集めることは、失われた記憶の代替物を集めるという芯、IJ.I，を持っている。29

記憶はアイデンティティ椛築の上台て"あり、記悩によって人|削は自らの存伐とlぼ!Jtとの1111

に燃がり宏凡出すことができるが、主人公はその営みから|折ち切られている。それゆえ記

憶の代経物である知織によって、自らと謄史とのflJlに然がりを作ろうとしていたのである。

t論文にまとめようとするまでは、彼の知]~彼は幾らでも並び;皆え可能な米H官邸!の状態にとど

められており、 彼の研究室もそれを悦'1't的に表現していた。 しかしそれらの紛多に集めた

知織を、 14'系的な謄史のj形にまとめるためには、定められたf:'k斤・にしたがって般加する必

裂がある。そのJ!置史を形作るための秋斤・は、主人公を日程史から排除したはずの近代同家が

2J AlIsferlifz， S. 46 
24 Ebd.. S. 35 

25 鈴木によれば、ホロコース 卜以降の|止めLにおいて 、 P.!í洋のユー トピア ，1~.~JJは、事Eの制汰と優
生息担Jという観念によってつなぎ合わされる。 1 91U:~の慈善象ーたちによる出偲的な労働;r，-の脚l
が、完成した時にはl制球に変わったこと、カンパネ yラの理主E国家(太陽の占11)さながらのテレ
ージェン‘ンュグジ卜がユダヤ人のゲッ トーになったこと、そしてそのゲットーがナチのプロパガ

ングl決fi!!iにおいて偽りの楽1l:.!1とされたことなど、人11¥'1の理想を追求したユー トピアは、それとは
正反対の監獄に変わってしまう。(鈴木、!日I掲布市文、 135-138n参照。)
26 r株}J使用を合理的骨 I'Zìに従加させる傾向は近代文f!flの本質的桃目立製品~として長く認怖され
てきたのだから、ホロコースト )~Uの現象は文明l化が有する傾向の当然の紡末、文明l化のもつ不変

の潜在力の顕在化とされるべきであろう。J(ジータムン卜 ・ハウマン『近代とホロコース 卜J森
口1典正{沢、 大)'J，;r~: I古、 2006年、 38氏。)
27 A usferlifz， S. 179 
28 Ebd.， S. 51 
29 何卜年にわたって追求している山制した知l織に、私は四六時'1"腐心してもいました。それ
が記憶の代組、ないし代償としての役~1'j1Jをはたすものだったのです。 J (cbd.， S. 206.) 
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定めた秩序に他ならない。つま り股史は|司家が定めた時間の流れにしたがっており、ゆえ

に彼はそれを受け入れることができないのだ。30そのため執悠は断念され、何よりも好き

た、った読み3き肉体ができなくなり 、必終的には I~l 分の文字で綴われたものすべてをほに

J~I!めてしまう 。 3 1 主人公が執鉱断念、に至るこの部分を、 問中は、ホフマンスターノレの『チャン

ド ス刷lの才・紙~ (E川島iej， 1902) と以Jiiliやlけて分析している。チャンドス卿とアウステノレリッツ

は、どちらも雷n:tf刷機の危機について愉じているのだが 、 前者が美辞麗句を綴り、 ~III象概念、を撚

ることがもはやできないという首相山城の危機をjr:jWとしているのに対して、後者では股史を綴

る ~fmfの危機を問題としている。 アウステノレ リ ッツは、 2j"fll;f危機をきっかけに(大きな物総〉 と

してのl罷史の研究をやめ、それまでは;む織から閉めtI:¥していた幼年時代の記憶を探り始めるので

ある。 32

1佳史を拘る古Ir計のIIlJWは、作中で、ナポレオンl時代の専門家である謄史教師のヒラリーに

よっても言及される。彼は!庭史的な1:1-¥来市を、あらゆる視点から大変巧みに揃写してみせ

ることができた。 しかしヒラリーは、生徒/こちのl狗で繰り返し歴史叙述に関する持愉を述

べる。「しかしし、かに滞ろうと、それでもあまりにも多くをはしよ りすぎた、というのが彼

のな凡でした。なぜなら、よしんば考えもつかない体系的な方法によって泊り得たとして

も(...)はたしてその日一日のうちに何が起こったか、 (...)それらをほんとうに柿き1:1:¥す

ためには、はてしない時間が必要であるからであるJ))という言梨からは、ヒラ リーが隆史

叙I!sの不完全性を強く意識している態度が綴える。また彼は「つまるところ、われわれは

自分たちの知lり併ないことを、[...)笑止千万な一行なり、似たり待ったりの存にも終にも

ならぬ表現なりにー借りにしてしまうしか、なすすべをもっていなb、。 細部までH艮を凝ら

していたと言い~J~るものをふくめて 、 われわれはお しなべてとっくの廿に J(tかが舞台に，1主

せた大道具小inJ1ーを、 何度も使い回しているにすぎないのだ。われわれは現尖を再現しよ
うとする、だがそうしようと蹴起になればなるほど、われわれの11自にはすでにこれまで史

劇の併合でお1=1にかかった常禁場而しか停かんでこなし、J34と述べる。たとえその出来事を

l立銭経験した者のJrE :dであっても、過去を忠~ミに再現することはできず、何度もf~い回さ

れたありきたりな表現を月1し、てしか1:1:¥来Jlj:をtUi/J:¥で、きないという、 l燈'Jtを1il?るo"filfの不卜

30主人公は11寺IIIJが愁意的な越Ijllの一つにすぎないと感じており、その均-1'1:や一方向性を受け
入れることができなし、。彼は生涯一度も114川・を持ったことがなく、時jlijはばかげた偽りのものと

感じている。 歴史とは時系列にそって過去の /J:\*号事が並べられたものであり、 時間の概念と ~~l く
結びついている。しかし主人公は rl時間が過ぎなければよい、過ぎなければよかった、と願って
いたのです、[...)，f:L、はあらゆる罪I])JI\が同H平に併存してほしいと願っていました、 l健史にaI~ られ
ることはよ'.i;;Æなんかでなく、 出来事はまだ起こっておらず、私たちがそれを ~.えた|瞬間にはじめ
て起こるのであってほしU 、J と蹴ってお り 、 1' 1 らをi過去や未来との迎~1刻、つまりI!君!どから断ち切]
れた (11、Tの外にある〉作夜であると感じている。(ebd.，S. 152.) 
31 Vgl. ebd.， S. 178-184 
J2凶[1'純「迷い子の写真たち-w.G. ゼーパノレ卜 による「歴史の緋築JJ 、 WUP~ m 43 {tm 6 J，'} 
(通巻 500~子)、 一般財団法人点京大学IJ\J阪会、 20 1 4 午、 48-55 民所収、 48 瓦参!照。
33 AlIsterlitz. S. 109 
34 Ebd 
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分さが191らかにされている。「われわれのl佳史への|比l心というのは、つまるところ山来あい

の 、 ì1J~の ，+， に先に刷 りこまれたイメージへの 1)1.1心にほかならず、 われわれはそれをためっ

すがめつしているだけである、じつは真実はまったく別のところ、訴も気がつかないどこ

か)jlJのnJVJ!，にJ35ある。 我々 が比ることのできる峰史は、 草子観1'1<)な過去の真実ではなく、 JJI

在、 あるいは過去のし、ずれかの II~J: }尽で作り泊 されたイメ ージにすぎない。 lilJl毛布が膝!止: と

して叙述されるときには必ず、{可が歴史として児島されるかというi制作選択がつきまとい、

過去が完全な形で再現されることはあり科ない。そのl政徐選択の米に忘れ去られていく fllil

人の存権や記憶に1lJi!を|向けるヒラ リーにだけ、アウステノレリッツは心を1mくのである。

4.コレクションー想起させる(もの)

主人公が物JEる記憶は、 現在の主主によって同情成された過去の~である。 彼は沼i り下に

話しながら(今〉 思い出している。それは彼がさしはさむ「ついM近氾憶に日立ってきたJ36 

や、「今もありありと感じます、いや、今はじめて魁ったというのでしょうかJ37といった

言集からゆ|らかになる。また彼は、他の人々の記憶の物JEを伝IJflのj惨で伝える。その伝l1'rI

には当然ながら思い出せない部分や忘れてしまっている部分があり、不完全なものだ。wi

が語るそれらの記憶は過去のl:U来事そのものを表しているのではない。その記憶は住人公

の現在の視点によって歪められてしまっている。そして『アウステノレリッツ』というテタ

ス 卜自体、主人公がjl?った物話を日目り手が記録するという伝IHIの形式をとっている。38こ

のようにテク只 トの内部で何iJ'(にも伝I)flを繰り返すことによって、記ね立がτTm:のものであ

り、JJI.布の似点によって幾らでも 11]:桝成されうるものだということがf;M#Jに示される。

この文脈において、 Y;iJい主人公が、 彼のベビーシッターだったヴェラに繰り返し4ねた

「どこもかも勺がおおってしまったら、 L製品1たちは食べ物の隠し場所がどうやってわかる

のJ39という11¥1v、は、そのまま人1'111と記憶の1)1:1係に砂し終えられるだろう。東鼠が宝物を ヒ

lこ組めるというたとえからは、人!日lが記1むをlIi'ii:制11のような場所に11'/'めているというイメ

ージがìili~ぶ される。 |咋 り芯i もるさfが製品ílの宝物を隠してしまったように、長い年):1 の経過

がそこにfI: ~iV.ったという 目印を ìì'j してしまった記憶を、人川はどうすれば再び思い IJjすこ

とができるのだろうか。もし見つけられたとして、そこで見つかった記憶は、はたして川

められた吋 1 1;'1のままの形をとどめているのだろうか。 巣l誌が t~Uめた食べ物が土の '1'で闘 っ

て形が変わってしまうこともあるように、 人1'111のi氾憶も過去の姿がそのときのまま保利 さ

れるのではなく 、11年の流れの形作を受けて変質してしまっているだろう。「梨鼠にはどうや

ってわかるのか、 ねたちには何がわかるのか、 布、たちはどうやってjUい LI~\すのか、そして

35 Ebd 

36 Ebd.， S. 70 
37 Ebd.， S. 230. 
38 J号り平によるJttliti市入されており、それによるとこのテクス トは;111り手が1ft"、た手記であり 、
彼はそれを読み返して今この設を付け足している。またJIfり手が主人公にil+会した夜、この下氾
をおき始めたことが明らかにされている。(Ygl.ebd.， S. 18-20， 146.) 
39 Ebd.， S. 295 
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何が、ついによLつけられぬまま終わって しまうのかん 40またヴェラは過去を思い出すこと

について、「忠、い山がやってくるときって (wenneinem die Erinnerung kommt)、透明なガラ

スの111のじから、 過ぎ去った時1111をのぞきこんでいるような気がするでしょう(...1わた

したちは奇妙にlほった|凶だけの存在になってしまって、ベ トジーンの任のj長明台から緑の

圧をfUろしているJ41とぷ到する。そのとき、彼kは当時の彼女が比た光弘そのままを思

いUJすのではない。その光景は:fJJi.9:自身が決して見るはずのない、彼9:jCj !:tの~も含むも

のだ。テタストで怖かれるのは過去の出来耶そのものの姿ではなく 、，記憶を思い出すため

の:[t起の行為であり、 :[t起する現在によってE氾悩がjlj.m成されるということが繰り返しょz
&されているのである。

作中における記憶は、人nnが意識的に思い出すものと してはWiかれない。むしろ記憶の
}Jがふいにやってきて、人1mに出来事を思い/.1.¥させる。人聞が記憶を必起するのではなく、

記憶によって(位し包させられる〉のである。そしてそれらの記憶は作品に川き込まれた{も

の)に宿っている。物部のi7顕でプレーンドンクの民濯を訪れた話り下は、 l以絡所の|人!l'l，j¥

を凡やし「われわれが記憶しておけるものがb、かに似かであることか、ひとつ生命がti'lえ

1<るたびにし、かに多くのものが忘れ去られていくことか、それ自体は思い起こす)Jをもた

ない無数の場所と市物に付治していた駈々の!怪史が、 J(f~の耳にも入らず、 どんな:Jè1{kにも

児島されず、語り継がれてもし、かないがゆえに、 |止めlがいわば自動的に宅になってしまうか

を思えば、 附はいっそう濃くなるばかりなのだJ42と述べ、人間よりも長くこのl止に伐り絞

ける 〈もの〉によって呼び覚まされる記憶が(7-布することを示唆する。たとえば泊り手は、

プレーンドンクの要塞の'1Jで天jドから I~I!， り Fげられた鉄の鈎によ って、幼年H、干代の恐怖の

氾憶を呼び覚まされて気分が:思くなる。4) 故郷プラハに戻った主人公は、空港や公文占1栄

作所を訪れることだけでは何も尽I， ~、 tJ1せないままでいる。 しかし生家へと j-.'. J かう路地を歩

くことによって、向然と!忍いwが目立ってくる。それは「必死に思いを凝らして/.1:¥てくるの
でない、 長らく麻涼していて今とうとう 円党めた感党によって、記憶のIjilがさっと聞かれ

たJ44と点射される終験であった。主人公はグェラHJJねたあと、かつて「 子供の移送」 の

|燃にÌlÚった illを円びたどるため、プラハを ~II~れドイツへと向かう 。 その|燃ヴェラに聞いた

附械をもとに、ウィルンン駅から出発した円のことを思いだそうとするが、それを怠図的

こすることはできない。列車に釆り込み、そのIII窓からプラッ トホームの天)1ニを凡たとき

に、ようやく、ふと記憶が更生ってくる。 45その後、 ドイツへ向かう途中でピノレゼン駅のホ

40 Ebd 

41 Ebd.， S. 232 
42 Ebd.， S. 39 
43 Vgl. cbd.， S. 4し
." Ebd.， S. 220 
吋 「しかしその断片を桐もうとするや、あるいはピントを合わせようとするや、布、の顕」二をぐ

るぐると阿っている虚空の[1.1"'-iJ'iえ失せてしまうのでした [...1外をのぞいたとき、疑いようも
ないし]向分は前にもいらど、liiJじ灰19jりの'1'でrt!..たことがある、と卒然として<<lll伯したので
て:r0 J (ebd.， S. 316.) 
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ームに降り立ち、見~ï: えのあるり:を倣!j与するとき、彼には彼自身がこの住を憶えていると

いうよりはこの柱の方が彼を悩えているように感じられる。46主人公が幼年WIの記憶を取

り戻すきっかけとなったリグァプー/レ ・ス トリー 卜駅の婦人待合室では、 主人公のな!目、と

は関係なく、 一つの記憶を思い出すことで、述鎖的に他の記憶が呼び覚まされる徹子がWi

かれる。47 しかし思し、仕iすことが符術でしかない記惚は、そのU:IJlFIJ: 1!'起こった|隣1111が少

しも過ぎ去ってはいないかのように主人公を苦しめ続ける。48そのよ うな記憶は附川的に

|府てられた過去に属するものではなく、 現在の主人公と関わりを持ち続けているのだ。

5.コレクションと歴史の結び付き

以上では作品lこ、人IliJが記憶を思い出す主体としてではなく、記憶に思い出させられる、

いわば記憶の客体となるような先日起の在り方が捕かれていることを示したが、そのきっか

けとなる(もの〉はし、かなる役制をもっているのか。作中には (もの〉に関する記述が11影

大に存復する。たとえば、語り手と主人公の対話において重要な位慣を占めているill築物

に叫lする知減、主人公が集めている写京、大ill:の本、紙東の山、アンドロメダ荘の駆i紛や

員や~'*の者;l!本などがある。 それらの(もの〉は、収集 ・ 2豊潤!された状態で、あるいはtjj. な

る名郡lの縦ダ11として、すなわち(もの)Hl互の述闘が明械でないバラバラの状態で王霊場す

る。このうち、収集 ・整理された(もの)を以下では(コレク ション)と 11手ぴ、 これに考

然を加える。 なぜならコレクションは、過去の出来事を恋XJ:的に JI~ り上げ、1I~1 系列に沿っ

て殺到!したl挺史と密接な関係をもつからである。歴史を象徴するコレクションを通じて、

人公は記胞へのアプローチを試みる。つま りコレクションは、本作品においてl怪史と記

憶を然げるJ1i2l::なモチーフとなっているのだ。 49

西洋におけるコレクションの際史を振り返ると、コレクションがl裕史とし、かに強くれ!iび

付いた形で成立してきたかが明らかになる。作中には、 主主場人物たちが動物園、美術館、

図書館、博物館などに赴く 』様子がしばしば捕かれる。これらの公桃力によって公共に聞か

れたコレクションは 17世紀に登場したとされる。 50その後 19世紀から20世紀にかけて|司

岨 「これも凡たことがある、と瞬時に閃くものがあったのでした(...)JIILをかくも摘に桜われ
てなにやら生き物めいてきたこの鋳鉄の伎のほうこそ、むしろ私を憶えているのではないか

(Saule sich erilU1erte加 mich)、いうなれば(...)この柱が、私自身がもはや記憶していないこと

を椛5しているのではなし、か。J(ebd.， S. 319f.) 
47 rその氾憶 (Erinnerungen)の背後に、 またその底に、なお更に過去に遡ることどもが埋もれ
ていて(...)たがし、に入れ子になり、はてしなく連鎖していた。J(ebd.， S. 200.) 

岨 「このときの凡捨てられた状態こそが、過去の長い歳月のうちに私の心を磁波してしまった

のだ(...)そして自分は一度としてまことに生きていたためしがなかった、あるいは死の前円に

なってようやく生まれたようなものだ、との思いに、途方もない疲労感に拠われた。J(ebd.， S. 

202.) 

49ベンヤミンはコレ夕、ンョンを「必-mは、実践的な想起のー形式」であるとした。コレクショ

ンは「彼(収集家)の記憶、思考、な織のすべての対象が、彼の所有物の土台となり、枠となり、
台l肉!となり、銃となる」ものである。(グアノレター ・ベンヤミン『パサージュ愉Vープノレジョ ワ

ジーの啓司、今村仁司 、 三品慾一、岩波 -，!~';!i 、 1 995 年、 122-123 参照。 )
50 17世紀初政、オックスフォードに公共の図む館と博物館が設立され、学生たちに公開された。
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家の主導の元、国民国家の歴史に員11したコレク ションが多く 作られるようになる。多木は

ノレーブ、ノレ美術館を{fllに挙げ、コレクションが国民国家のイデオロギー装i世として機能する

ようになるまでの変化を論じている。51かつては特権階級によってのみ享受されていたコ

レクションは、フランス革命をきっかけとして、 美術館や博物館などで公|淵される公的な

コレクションへと変化 した。 そこで(もの)は、それ自体が持つ有用性から切り Vjf~ されて

日'1の文脈にi泣かれる こ とになった。 52 美術館は、本来はIIIl!に見えないはずのH寺聞をさ~ Im化

する。つまり時系列に沿って(もの)を並ベ、そこに配i丘された(もの)が示す時間の流

れを国家の謄史として公開する。それによって歴史は社会に共有される社会的な記憶へと

変わり、私たちの|時間は秩序づけられるのである。美術館だけでなく、国家によって設立

されたコレクションは国家の謄史を提示する場であり、国家による国民の教育を行う場と

なっていった。そこに配位される(もの〉は近代国民国家の秩序によってなl米づけられ、

国民はそこに並べられた記号保持物としての(もの〉が表す国家のl歴史という、目には見

えない(大きな物諸)を目に見える形で共有するよ うになるのである。

それと同時にコレクションの分類それ自体も変化した。初期!のコレクションは大位の(も

の)をーか所に集めただけの、本質的に分類とは無縁なものに見えるのだが、このような

コレクションは 18世紀のIW物学:の誕生によって転換点を迎える。日間物学は〈もの)を可

視的で客観的な特徴をもとに、言語を用いて分類する。視覚と言諾によって切り分けられ

たものは、 「それが採取された起源(自然であるか否かなど)によって、また人1mとの関係

の仕方(意味機能のちがし、)によってJ54~ J11lに配的される。 これは、もともと世かれてい

た文脈から(もの)を引き剥がし、人間が~);霊的に構築した言葉の枠組みの中に組み入れ

る作業である。これによって近代国家が作り上げた秩序によって(もの〉が意味づけられ、

(もの〉の配世自体が秩序を可視化するコレク ションの形式が作られたのである。

主人公が集めているコレクションとしては写真が挙げられる。若かりし頃の主人公の姿

や親友であるジェラノレ ド、 実母:のアガータの写只、彼が百万ねて回った池袋物やiit色の写只

など、テタス トに配位された写其は主人公の記憶と深く結びつけられている。5S主人公は

また 18世紀には大英博物館が設立された。(クシシトフ・ポミアン『コレクション 趣味と好f奇

心の熔史人類学』吉田城、吉岡典子訳、平凡社、 1992fj三、68-69頁参照。)

"以下、コレ夕、ンョンのl箆史については多木の愉に多くをぬっている。(多木治二 wrもの」の
詩学家具、建築、 都市のレト リyク』、 岩波哲応、 2006年、 85-110頁参照。)
52コレ夕、ンョンは、その:rlr物がド，!fっ本来の機能から切り/1.111す。たとえば桁子やコ yプや切手な
どはコレクションされることによって、もはや本来の用途で使月lされることはなくなる。
日 rþ~物学は苦悶と 同時のものだ。 つまりそれは、 記憶のなかの諸表象を分析 し、それの共通
姿索を凡さだめ、それから出発して記号を設定し、最後lこ名をあたえる。J(ミ、ンェノレ・フーコー

『言葉と物 人コに科学の考古学』、自主辺一民、佐々木明訳、新潮社、 1974&.匹、181ri.) 
54多木、 ii有Jも枝、 100-101P。
55 写其のプロセスで私を魅了 してやまないのは、感光した紙に、あたかも1!¥¥から説き上がっ

てくるかのように現実の影が姿を現すー|腕でした。それはちょ うど記憶のようなもので、[...)
記憶もまた夜の|揃からぽっかりと心に浮かび上がってくるのです、けれど掴も うとするとまたす

うっと11音くなってしまう。J(AlIsterlitz， S. 117.l 

55 



写真を「あれだけがねの生渡で"ff~ー伐るものJ 56だと述べ、物話のj泣後にはJi}り下に'.1:]:以を

Jtす。f1o'i1に笠場する写真は、当足当日の人物であるはずの主人公の記憶の物活を、現実の歴

史と結びつける役割を組っている。 57 セ人公の家のテーブノレには、 {Ii[枚もの宵い写真が .u~

べられている。彼はたびたびここでMII年1111も写以を放び桜え続けている。58 ここでrtllす

べきだと忠われるのは、彼が写真をアノレパムに入れて整型していない点である。時系列や

被写体による写必の分類を恒脊し、絶えず流動的に並べ結えられる状態のままにしてある

のだ。本J命のm34tでは、 巨人公が集めていた建築の知識について論じたが、そこでも彼
は長らく知識の分矧をせず、流動的で、~ r~べ伴え可能な状態のままにしてあった。 しかしそ

れを腿史のj移に直すために、その雌ベ)Jをー干ifl類に悶定しようとすることで、それらの知

徹は彼にとって耐え難いものになってしまう。

この文脈においては、歴史の多!刊1'1:を争む場所として拙かれるill築物も注目にfluする。

たとえばリグァプーノレ ・ ストリー 卜駅がそうだ。そこはかつて~WN'病院であり、辺地でも

あった場所で、同じ場所に繰り返しmねられた悲惨な出*，jJのJ!;f史は、次 と々 ヒにmねら
れた!i'Jiしい胞によって隠されてしまっている。そのような場所で主人公は、生有 と光名「が

行き交う傑 Fを幻視する。591μ|隙lこ、パリの'wil;iil立|孟l加古i;iも服*の多ir'ii'l:を僻む場所とし

て従えられている。そこはI:IDのいl外から本を集め、分類した木のコレタションである。リ

シュリコ一通りにあった旧国立住li!?釘[が、 巨人公にとってわが家のように親しみ傑いもの

であったのとは反対に 、 新国立図 ~!:~ bWは近づきがたく、人間を1伎作(I(Jな敵として締めIUそ

うとしている。主人公が研究対象に選んだill築物は、その本来の即位1とは反対に、(盟Hll.)

の極致にi主してしまったものであることには先に述べたが、それと問じく新凶立候15館も、

その本来の即位!が反転した場所としてWiかれる。つま り:Wi国立凶作創':は、 r(わたしたちの

あらゆる文字泣産の宝蔵)J 60たらんとして他てられたにもかかわらず、その住所Iとは反対

に r;w;の怠1*でII?物を読む人の欲求に微vJl1f&J"[t抵抗しJ6¥「かろうじて命脈を保っている

過去とは一切の燃がりを絶ちたいという 、11々 隊'1:1になっていく欲求を公然と顕示J62して

いるのだ。そのI"'JI!，jlは合理性を究極まで推しii!!めたシステムでill!'e!;・されているはずだが、

56 Ebd.，S.414 
51 rwアウステノレリジツ』という フィクションのなかで、写uはすべていったん迷い子となりd定
例の一郎とされるのだが、まさにそのことによって、写真の真実である過去へと向かう「既史の

術築Jを'J!Ilく求めるものとなる。J(問中、li有ぬ論文、 55頁。)
58 rn分はたびたびここに何時間となく座っている、これらの写Aやほかの写真'を出してきて、
神経£ωjのゲームのように裂を凡せて並べておき、一枚ずつめく っては、そのたびにそこに写っ
ているものに絞きの念を覚える(...)似ているものどうしがまとまるようにしたり、以後にテー
ブノレの灰色の面しかなくなるまで一枚ずつゲームから姶てていったり、思必と迫憶につかれてや

むなく長約千に償たわるまで、そうやって過ごす。J(Austerlilz， S. 175f.) 

59 r当時の駅でのひとときは、死守たちが:長い不在:から巡り来て、死者特省の緩慢でf，(らぎの
ない!fVJきをしながら、初、の周りの緋附を満たしているような心地のするときでした。J(ebd.， S 

194f.) 
曲 Ebd.，S. 399 
61 Ebd.， S. 392 
62 Ebd.， S. 404 
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それをプ己慢に実現しようとするとなぜか「たえざる不具合と栴造的な不'J;，.:，とが (...Jつい

てまわらぬわけにはし、かぬJ63というj刊百を抱えている。図書館員のアンリ ・ノレモワーヌル、

新|可立凶作館がlliてられている場所が戦11;'1''-1''、 ドイツmがパリのユダヤ人たちから怒った
物I111を.mみ |工げておく合成になっていたことをゆlらかにする。刷ド、イツmは「運び込まれ
る物1171 の修復、 (政断み、分類~に明けuれJ 6'、それらの物品は ドイツの各都，nへと迎ばれて
いった。 Jo人公の母、アガータがプラノ、からl収年半所へ移送されたときも、彼ムーの家に波

れていた家具.や衣鎖、はては保イF食のジャムやじゃがいもに至るまですべてがi選び出され、

「そうしたfrhliで、主を失った品々がドイツ人特イlの徹底さで-IWlずつ裕似され、 値目併み

れ、必j!l:とあらば洗INないしクリーニングないし修絡を受けて、，Wみmね仏!;竹 されたj
のだっ た。 66 新|耳立返I .，~:'fiì':の illてられた場所にあった余巨匠は、 l収主筆者たちに r(オーステノレ

リッツ ・ギャラリー)J 67と呼ばれていた。(ギャラリー)というそのf，から、frJ，JLは美術館、

そこに収められた(もの)はJJ品示品にたとえられるだろう。収集、分類、桜島!された大:Ill;

の〈もの)は、近代的な秩序に1，~づいて分知されている。 その徹底した合J1111:tによって整

}11!幣IIjijされているにもかかわらず、w:められた(もの)がどこか無秩序状態を}J!，わせるの

は、これらの(もの)が、収年半所へ移送された人々 とrrxねあわされるからである。彼らは

まるで (もの)と同じように、 ーか所にwめられ、監磁器号を付与されることでf，前を狩
われ、そして殺害され、大i止に-I!'1み重ねられた。近代的な秩序を微ほすることが、反対に

人111)を (もの〉として扱うような無秩序状態へと燃がっているのである。そのような泊去

を持つ新同立凶，.1:~航は、しかし人矧の記1怠のlri' I~It\I としてその保持に努めるのではなく、

むしろ国家によってilE々 しく演出された〈大きな物約)としての股史の |てに、(小さな物alf)

としての記憶を11;官級してしまう。/レモワーヌがJliるように、この場所で起きた「日置史のす

べては、フ ァ ラオ然とした大統制の@，~ï航の |二台の Fに、文字どおりJllil~土 J 68させられてし

まったのである。

おわりに

み:論ではIj説後の謄史と記憶についての研究の流れを概観したあと、『アウステノレリッツ』

において繰り返し抑lかれる忽起の過程について愉じた。その想起は人11i)が怠凶(r-Jに行うも

のではなく、人間!が記憶の客体となるような:[l起である。登場人物たちはしばしば記憶に

おそわれ、 (1ら抑圧していたものを思い山させられるのである。そのき っかけとなるのが

作品に役場するコレクションである。主人公は、人間lをl歴史に結びつけるために必要な氾

63 Ebd.， S. 398 
64 r今、この図mnが立っているオーユテノレリシツ駅の操車場とトノレピアッタ怖に挟まれた荒
涼とした-，m:は、終戦まで、ドイツ1Ttがパリのユグヤ人の住居から鎮ι草した物AJ，を集めた巨大な
i'rJt¥Iになっていました。JCebd.， S. 407.) 
6' Ebd.， S. 408 
“Ebd・，S.263
67 Ebd.， S. 408 
68 Ebd.， S. 409 
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憶を失っており、そのため世界から狐立した状態で生きている。その孤立状態から抜け出

し、 f詮史と自らとの11:1に黙がりを作り11¥すために、彼はコレクションを利用するのだ。主

人公が集めている士1'1<<設や写山といった他|人的なコレクションは、 主人公のIjc悩の代詩物と

して機能する。彼は自らの記憶と結びついた知1織を、歴史を形作る秩序にしたがって強耳目

し、そうすることで自らと股史との1mの燃が りを作ろうとしていた。 しかし膝史とは近代

国家が定めた時11¥1の流れを基準にしており、その近代国家が彼'a:1Jlf.史から1)1'1徐したのであ

る。それゆえ彼はその秩序を受け入れることができない。コレクションはその成立j品位か

ら歴史と強く結び付いたものである。たとえば本のコレクションであるパリの新凶立図a
Iisは、人類の記憶の1ti'n:i¥Glilf.でありながら、 IJil家の歴史によって記悩を隠蔽するJj/}として怖

かれる。ここにはコレクションが持つ暴力的な似11而が表されている。こうして、主人公は

コレクションによって記憶を再構築する試みに失敗するのであるが、しかし他方で股史と

の関係をもたないことには記憶もまたありえない。本作品には、主人公がl挺史から自由に

なることはできず、むしろ記憶を取り戻すためには偏執的に臆史にこだわり絞けなければ

ならないというその歪みが揃き出されているのである。
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